
12

ま
ち
の

ま
ち 
の

話

題

話　
 
題

八重瀬町土建部会　人材育成に寄付金贈呈
子どもたちの育成に活用してほしい

　県高校総体の重量挙げで団体戦４連覇を達成した南部工

業高校の選手と学校関係者が６月５日八重瀬町役場を表敬

訪問し中村町長に優勝を報告しました。４連覇を達成した

高校は、沖縄県で南部工業が初めて。町長は、「４連覇とい

う成果の影には、これまでウエイト部を支えてきた先輩た

ちや指導してくれた先生方、選手たちの家族の努力があっ

たと思います。これからもがんばってください」と激励し、

選手たちも６月

に行われる男子

の九州大会と７

月に和歌山開催

される女子の全

国大会で優勝す

ることを目標に

掲げ力強く挨拶

しました。

　一周年を迎えた４４社で結成される八重瀬

町土建部会が６月１７日、八重瀬町役場を訪

問しました。平田満義会長と比屋根英文副

会長、平仲勉書記、新垣光男会計の４役か

ら八重瀬町人材育成に５０万円が贈呈されま

した。平田会長は「この寄付を使って子ど

もたちの育成に有効活用してもらい、将来

優秀な人材が町からでてきてくれるとうれ

しいです」と話しました。

南部工業高校４連覇達成
　医療事業や福祉事業など県民の生命と健康を

守り、福祉を増進させるための諸事業を推進し

ている赤十字奉仕団の出発式が５月１７日、八重

瀬町役場で行われました。赤十字事業は、赤十

字の人道的事業に賛同される社員（法人・個人）の

皆さま方からの社費と県民の皆さまからの寄付

金を財源としておこなわれており、県民１人ひ

とりのご協力が必要です。ご協力を呼びかける

ときには、どうぞよろしくお願いします。

赤十字奉仕団出発式
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　社会福祉法人　憲寿会　グループホームときわ苑（理事長金城憲保、

施設長金城武、管理者金城哲男）は、６月９日、認知症対応型共同生

活介護サービスの提供を６月１日から始めたことを受けて当施設内に

て落成式典・祝賀会を開催しました。このサービスは、「要介護」の認

定を受けている人を対象に、認知症の高齢者が家庭的な雰囲気の中、

利用定員九人で共同生活を送りながら、日常生活の介護を受けられる

内容になっています。利用設備は居室、居間、食堂、浴室などで、利

用者がそれぞれ役割を持って家事をするなどして、痴呆症状の進行を

緩和し、安心して日常生活が送れるようになることを目指します。

ときわ苑　認知症対応型共同生活介護サービスの
提供開始を受けて落成式・祝賀会

　文部科学省・八重瀬町の食育推進事業を受け、「食育」のモ

デル校に指定されている具志頭小・中学校は、６月３日具志頭

小学校において食育講演会を開催し具志頭小学校生徒約２００名

と保護者１００名が参加しました。講演会は、講師に具志頭小学

校の学校医である「てるや整形外科」の照屋勉さんを招き「食

育」と「貯筋」と題したテーマで行われ、参加者たちは健康に

ついて考えると共に食育の理解を深めました。また、講演の後

には、照屋さんに質問する時間を設け参加者からいくつかの質

問があり、保護者たちから食育の関心の高さが伺われました。

食育講演会　健康について考えると共に食育の理解を深める

鉄道を通して
こどもたちに夢を

　子どもたちに夢を与えたいという思いで糸満市出

身の屋嘉比柴盛さんが６月７日町役場を訪問し、鉄

道関連資料とビデオ展示品を寄贈しました。昭和２７

年に日本国有鉄道に入社し３５年間勤務してきた屋嘉

比さんは、これまでたくさんの鉄道に乗り全国各地

を旅してきました。「沖縄には鉄道がないので資料

や展示品を通して関心を持ってもらいたい。それに

よって子どもたちに夢をあたえられたらうれしいで

す」と話しました。

音訳サークル「やえせ」
総会を開催

　音訳サークル「やえせ」の総会が５月２６日、八重

瀬町社会福祉会館で開催され２０名が参加しました。

音訳サークルは、社協と役場の広報誌「社協だより」

と「広報やえせ」をテープに声として訳し町内のリ

スナーさんに提供しています。総会では、新会長も

決まり新年度に向けての計画をたてているところで

す。赤嶺洋子新会長は、「今年度も音訳の編集を通し

てリスナーさんに多くの情報を提供し、サークルの

活動を実りあるものとしていきたい」と話しました。


